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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次

第20期

第１四半期

連結累計期間

第21期

第１四半期

連結累計期間

第20期

会計期間
自　平成22年４月１日

至　平成22年６月30日

自　平成23年４月１日

至　平成23年６月30日

自　平成22年４月１日

至　平成23年３月31日

売上高 （千円） 5,827,942 5,943,013 22,441,400

経常利益 （千円） 802,390 1,324,352 3,388,317

四半期(当期)純利益 （千円） 521,797 802,893 2,122,335

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 623,368 1,091,825 1,417,374

純資産額 （千円） 16,653,976 18,235,766 17,470,993

総資産額 （千円） 22,575,916 25,246,718 24,888,995

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

（円） 2,517.71 3,874.03 10,240.46

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

（円） 2,495.71 3,772.73 10,214.94

自己資本比率 （％） 73.6 72.0 69.9

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第20期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、財政状態及び経営成績の異常な変動等又は、前事業年度の有価証券

報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

(1)　業績の状況

当社グループが関係するLCD業界では、主用途であるテレビ需要の増加が減速したため大型LCDパネ

ルの需給は緩和、価格は下落し、採算割れの水準に近づいております。しかし、中小型LCDパネルの需要

は高精細のIT機器向けを中心に好調であり、また車載向けは、国内の自動車生産は震災の影響により低

調でしたが、海外においては日本の生産低調を補うような増産の動きが見られ、かつ、一台当たりのLCD

搭載個数が増加していることにより、堅調に推移しました。フロントプロジェクターの生産は3LCD方式

においては前年度の増産の反動により低調に推移いたしました。

　

このような状況の中で、売上高は59億43百万円（前年同四半期比2.0％増）、営業利益は13億88百万

円（前年同四半期比32.8％増）、経常利益は13億24百万円（前年同四半期比65.1％増）、四半期純利益

は８億２百万円（前年同四半期比53.9％増）となりました。

　
　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

(光学部材事業)

売上高は35億68百万円（前年同四半期比3.4％増）となりました。

　

製品種類別では、車載用LCDパネル向けの温度追従型楕円偏光フィルムの販売を中心に好調に推移

しました。

光学部材事業のセグメント利益（営業利益）は９億32百万円（前年同四半期比65.7％増）であり

ました。
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(精密加工事業)

売上高は23億74百万円（前年同四半期比0.2％減）となりました。

　

製品種類別では、有機系液晶プロジェクタ部材の単価下落は一段落しましたが、数量が減少しまし

た。一方、無機偏光板ProFluxの販売は好調に推移しました。また、X線分析装置部材の販売も大手得意

先の需要が増加し好調に推移しました。

精密加工事業のセグメント利益（営業利益）は４億55百万円（前年同四半期比5.6％減）であり

ました。

　
(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ３億57百万円増加し、252億46百

万円となりました。主な増加要因は、設備投資に伴う有形固定資産の増加５億28百万円、有価証券の増

加３億46百万円、原材料及び貯蔵品の増加２億56百万円、商品及び製品の増加２億16百万円であり、主

な減少要因は、現金及び預金の減少３億74百万円、受取手形及び売掛金の減少５億61百万円でありま

す。

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ４億７百万円減少し、70億10百万

円となりました。主な増加要因は、賞与引当金の増加１億50百万円であり、主な減少要因は、支払手形

及び買掛金の減少５億61百万円であります。

当第１四半期連結会計期間末の少数株主持分を含めた純資産は、前連結会計年度末に比べ７億64百

万円増加し、182億35百万円となりました。主な要因は、四半期純利益８億２百万円、株主配当金の支払

による減少３億10百万円、為替換算調整勘定の増加２億84百万円であります。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありま

せん。

　
(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は３億12百万円であります。

なお、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 900,000

計 900,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月12日)

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 207,250 207,250
大阪証券取引所
JASDAQ

（スタンダード）

単元株制度を採用し
ておりません。

計 207,250 207,250 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年６月30日 － 207,250 － 3,095,125 － 2,761,941
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成23年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

207,250
207,250

権利内容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 207,250 － －

総株主の議決権 － 207,250 －

（注）上記の「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が１株含まれております。また、

「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成23年４月１

日から平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,104,303 5,729,354

受取手形及び売掛金 5,659,803 5,098,333

有価証券 654,198 1,000,570

商品及び製品 1,341,380 1,558,133

仕掛品 1,551,040 1,513,545

原材料及び貯蔵品 1,504,592 1,761,153

その他 860,815 879,838

貸倒引当金 △15,814 △15,824

流動資産合計 17,660,320 17,525,105

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,274,092 2,245,155

機械装置及び運搬具（純額） 1,878,534 1,826,540

その他（純額） 1,576,785 2,186,604

有形固定資産合計 5,729,412 6,258,300

無形固定資産

のれん 492,538 463,712

その他 685,819 690,554

無形固定資産合計 1,178,358 1,154,266

投資その他の資産

その他 384,548 372,691

貸倒引当金 △63,645 △63,645

投資その他の資産合計 320,903 309,046

固定資産合計 7,228,675 7,721,612

資産合計 24,888,995 25,246,718

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,597,575 3,036,362

短期借入金 36,900 72,279

1年内返済予定の長期借入金 371,000 371,000

未払法人税等 657,939 680,221

賞与引当金 297,938 448,873

役員賞与引当金 53,900 4,000

その他 878,913 866,831

流動負債合計 5,894,166 5,479,569
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

固定負債

長期借入金 1,080,000 1,080,000

退職給付引当金 6,830 13,709

その他 437,005 437,672

固定負債合計 1,523,836 1,531,382

負債合計 7,418,002 7,010,952

純資産の部

株主資本

資本金 3,095,125 3,095,125

資本剰余金 2,761,941 2,761,941

利益剰余金 12,995,419 13,487,437

株主資本合計 18,852,485 19,344,503

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △1,449,625 △1,165,342

その他の包括利益累計額合計 △1,449,625 △1,165,342

少数株主持分 68,133 56,605

純資産合計 17,470,993 18,235,766

負債純資産合計 24,888,995 25,246,718
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 5,827,942 5,943,013

売上原価 3,705,053 3,464,960

売上総利益 2,122,889 2,478,052

販売費及び一般管理費 1,077,848 1,089,999

営業利益 1,045,041 1,388,052

営業外収益

受取利息 1,019 831

原子力立地給付金 6,600 7,650

その他 5,966 6,207

営業外収益合計 13,586 14,688

営業外費用

支払利息 4,361 4,167

為替差損 251,056 73,824

その他 818 397

営業外費用合計 256,237 78,388

経常利益 802,390 1,324,352

特別利益

貸倒引当金戻入額 6,004 －

持分変動利益 8,392 1,023

特別利益合計 14,397 1,023

特別損失

固定資産除却損 － 155

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 4,344 －

特別損失合計 4,344 155

税金等調整前四半期純利益 812,443 1,325,220

法人税、住民税及び事業税 74,134 623,433

法人税等調整額 215,762 △105,011

法人税等合計 289,896 518,422

少数株主損益調整前四半期純利益 522,546 806,797

少数株主利益 749 3,904

四半期純利益 521,797 802,893
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 522,546 806,797

その他の包括利益

為替換算調整勘定 100,821 285,027

その他の包括利益合計 100,821 285,027

四半期包括利益 623,368 1,091,825

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 622,298 1,087,175

少数株主に係る四半期包括利益 1,069 4,649
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

（会計方針の変更）
　当第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　
平成22年６月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用
指針第４号　平成22年６月30日）を適用しております。
　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するス
トック・オプションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・
オプションの公正な評価額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更してお
ります。
　なお、これによる影響額については、「１株当たり情報に関する注記」に記載しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上
の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の
変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４
日）を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１

四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償

却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年６月30日)

減価償却費 285,774千円 240,360千円

のれんの償却額 47,203千円 40,348千円

負ののれんの償却額 △90千円 △81千円

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日
定時株主総会

普通株式 103,625 500平成22年３月31日 平成22年６月28日 利益剰余金

　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３  株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 310,8751,500平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３  株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額光学部材事業 精密加工事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,449,8232,378,1195,827,942 － 5,827,942

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

480,916 － 480,916△480,916 －

計 3,930,7402,378,1196,308,859△480,9165,827,942

セグメント利益 562,979 482,0611,045,041 － 1,045,041

(注)　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額光学部材事業 精密加工事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,568,4952,374,5175,943,013 － 5,943,013

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

600,301 － 600,301△600,301 －

計 4,168,7962,374,5176,543,314△600,3015,943,013

セグメント利益 932,859 455,1931,388,052 － 1,388,052

(注)　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算

定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 2,517.71円 3,874.03円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 521,797 802,893

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 521,797 802,893

普通株式の期中平均株式数(株) 207,250 207,250

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 2,495.71円 3,772.73円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益調整額(千円) △4,559 △20,993

(うち米国連結子会社の発行する潜在株式に係
る権利行使を仮定した場合の四半期純利益の減
少額)

(△4,559) (△20,993)

普通株式増加数(株) － －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在
株式で、前連結会計年度末から重要な変動があった
ものの概要

－ －

（会計方針の変更）

　当第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成

22年６月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号

　平成22年６月30日）を適用しております。

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するストック

・オプションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプションの

公正な評価額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間においては、これらの会計基準等の改正に伴う影響はありません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月12日

株式会社ポラテクノ

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　塚　　田　　一　　誠　　印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　大　　島　　伸　　一　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ポラテクノの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ポラテクノ及び連結子会社の平成23
年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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